
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

日時・場所：2021 年 12 月 4 日（土） 10:00～11:50 広島市牛田公民館 

出席者 坂井、小形、部谷、安達、宮本、吉田、中本、滝、皿家、川后、住田、香川 （記録：川后） 

１．各部等からの報告 

(1)組織部（坂井） 

＊11/6 県連交流ハイク「日本 100 名城 吉田郡山城跡」（県連ﾆｭｰｽ 11 月号 p.6 参照） 

＊11/19 組織部会④報告（p.3 参照） 

＊11 月末会員調査状況に基づいて県連 260 名で登録する 

(2)山行部（小形） 

＊10/16 県連ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ講座「ｶｼﾐｰﾙ 3D とｼﾞｵｸﾞﾗﾌｨｶ」報告（県連ﾆｭｰｽ 11 月号 p.4 参照） 

＊10/24 県連初心者ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ講習会②報告（県連ﾆｭｰｽ 11 月号 P.7 参照） 

＊10/31 県連救助隊ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾚｽｷｭｰ訓練ほか「窓が山周辺」報告（県連ﾆｭｰｽ 11 月号 p.5 参照） 

＊11/3 岡山県連主催「ロープワーク講習会」参加報告（県連ﾆｭｰｽ 11 月号 p.8 参照） 

＊11/8～7 全国連盟主催「登山学校交流会（兵庫県・雪彦山）」報告（県連ﾆｭｰｽ 11 月号 p.5 参照） 

＊11/9 山行部会④は Zoom で開催、今後も同様、次回 1/18 山行部会⑤のホストは小形山行部長、

ハイキングレスキューは日程を 12/11（土）に 

再変更して実施 

＊11/13 県連ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ講座「冬山気象」報告 

（県連ﾆｭｰｽ 11 月号 p.5 参照） 

＊11/27 県連救助隊総会報告（香川, p.5 参照） 

・救助隊員への個別配信を検討。 

(3)事務部（香川） 

＊2022 労山カレンダー集金状況 

＊2022 年県連役員立候補の受付(12/15～1/15) 

(4)第 4 回県連登山学校 

＊11/15 県連初級登山学校講師＆スタッフ会議①報告 

・募集チラシ（安達）・参加費一律 5000 円に変更 

・日程・後援などは４．その他の項参照。 

２．議題 

(1)今後のコロナ対応について 

＊当面は、３密回避、マスク着用、手指消毒、体温管理
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など基本的なコロナ感染防止対策を前提とした登山活動を行う。清掃登山ではマニュアルが必要。 

(2) 県連安全登山講座「ハイキングレスキュー」（小形、県連ニュース 11 月号 P.3 参照） 

＊参加見込みは現時点で広島（4）やまぼうし（1）佐伯（-）呉（4）令峰クラブ（1）県北（1） 

(3) 広島西ウィンドファーム 

 ＊手続き状況等 (その後、特に進展なし) 

  ・風力発電関連記事（11/28 付け中国新聞「太田川㉓水源の森（広島県安芸太田町筒賀）」） 

 ＊事業実施区域内での登山実施状況 

・佐伯：4/23 小室井山東方のブナの巨木調査実施(ブナの周径 2.4ｍ)、5/9 立岩～市間山実施(ブ

ナの周径 2.9ｍ)、6/12 湯来冠山は 12/11(土)に延期。（県連ニュース 1 月号へ掲載予定） 

・やまぼうし：5/23 立岩～市間山は中止、下見を 5/3 に実施（県連ニュース 7 月号） 

10/24 立岩～市間山の登山実施。12/11 湯来冠山登山予定。 

・呉：12/5 湯来冠山で登山実施予定（p.10 に掲載） 

・桃源郷クラブ：9/12 に立岩～市間山を筒賀の坂原集落から登山実施（県連ニュース 10 月号） 

・令峰クラブ：10/17 立岩～市間山の登山実施（県連ニュース 11 月号） 

・広島：10/3 立岩～市間山の登山実施（p.11 に掲載） 

(4) 2022 年度県連フリー登山バス（吉田） 

・北アルプス方面に 4 泊 4 日（p.8 に掲載）。 

３．今後のスケジュール 

・12/ 4(土) 県連理事会⑤ 

・12/11(土) 県連安全登山講座「ハイキングレスキュー」 

・12/15(水) 来年度県連役員立候補受付開始 

・1 /15(土)  来年度県連役員立候補受付締切 

県連三役・事務部合同会議⑤・役員選考会議（牛田公民館、9：45～12：15） 

・1 /18(土) 山行部会⑤ Zoom 会議 

・1 /21(金) 組織部会⑤ 

・1 /30(日) 県連救助隊捜索訓練「冠高原周辺 or もみの木森林公園ほか検討中」 

・2 / 5(土)  県連理事会⑥ 

４．その他 

(1) 第 4 回初級登山学校の概要 

①日程(案) 

＊机上講座（月）…4/11（開校式）、4/18、5/9、5/23、6/6 

＊実技登山（日）…4/24、5/15、5/29、6/12（修了式） 

＊オプション登山ほか 

・6/19(日)「天応烏帽子岩山初心者岩登り講習会」 

・6/26(日)「白木山トレーニング山行」 

・7/ 4(月) 登山バス説明会 

・7/29 夜～7/31 夜(金～日) 「鳳凰三山登山バス」 

②取組みスケジュール 

＊登山学校関係者会議 11/15(月)18：00～20：00 二葉公民館 

＊後援申請（広島県、広島市、廿日市市）11/25 日郵送済み、12/2 に広島市・廿日市市承認済 

＊後援承認後・チラシ印刷 12 月頃 

＊チラシ配付・宣伝 1 月以降 
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(2)ドローンの飛行訓練と県内主要山岳の撮影について（理事長提案） 

＊目的…①ドローンの飛行訓練と併せ保存した画像を遭難時に基礎資料として活用する 

②県内主要山岳のすばらしい自然景観や登山ルートを空中から撮影記録する 

＊対象…県境稜線周辺の山々、1,000ｍ峰、クライミング

ゲレンデのある山など 

＊撮影期間…来年度から開始し、各年度の予算の範囲内

で行う。 

＊必要経費…交通費と日当はココヘリ労山捜索隊規約

第八条（6 時間以内 5,000 円、6～12 時間 10,000 円）

を参考に、1,000 円/時間程度としたい 

(3) その他 

＊佐伯山の会の紹介が登山時報 1 月号に掲載予定です。 

＊佐伯山の会の後藤寛幸さんが 11/10 付けで全国連盟

の遭難対策部員になりました。 

 

 

 

県連組織部会の報告 
 

開催日 2021 年 11 月 19 日） 

参加者  部谷、久保田、坂井  欠席者 川后 

議題 

１．11 月末の組織数（現在の会員数を集計中） 

 会員が増加している会の特徴 

 ・山行数がコロナ禍でも減っていない 

 ・宣伝効果の影響が大 

 ・登山学校の継続実施の成果 

 ・会員の顔の見える活動で退会者の防止ができている 

 ・HP、SNS などを頻繁に更新していることの効果 

２．広島西ウインドフアーム計画地域の山行の実施状況 

 9/12 桃源郷クラブ 立岩～市間山  10/3 広島労山・安佐学友クラブ 立岩～市間山 

 10/17 令峰クラブ 立岩～市間山  10/24 やまぼうし 立岩～市間山 

 12/5 呉労山 湯来冠山（予定）  12/11 佐伯山の会 湯来冠山（予定） 

 感想  尾根の狭いところもあり場所的に風力発電は立てることが難しいと思った 

３．清掃登山の実施状況 

 11/7 やまぼうし  白鳥山… 報告済 

 呉労山は 2 月までに実施する予定。  実施していない会に今後呼びかけていく 

４．郡山城歴史山行の感想 

下見も含めて延べ 20 名の参加者であった。 

会の高齢化が進んでいる今、このようなゆるやかな、しかも知識もくすぐられる山行はとっても良か

ったし、今後も各会の交流もふくめて県連としても企画をしたらいいのではという意見もあった 

５．各会の.組織担当者会議の開催 

 2022 年 2 月 4 日（金）18：30～ひとまちプラザ 3 階にて各会の組織担当者会議を開催する 

（報告 坂井） 
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2022 年度県連役員立候補の受付（再掲） 
 役員選出に関する規定にもとづき、2022 年度の役員の立候補を以下の要領で受け付けます。 

①会長 1 名 ②副会長（若干名） ③理事長 1 名 

④副理事長（数名）⑤理事（必要定数）⑥監事 2 名 

立候補受付 受付開始 2021 年 12 月 15 日（水）から受付締切 1 月 15 日（土）まで 

立候補される会員は 1 月 15 日（土）までに、理事長安達忠雄まで申し込んでください 

申込方法は 電話 090-5376-7050 または 

Ｅメール：t1t07mf1@ene.megaegg.ne.jp          以上 

 

 

 

県連役員選考会開催のお知らせ 
 

来年度の県連役員を選考するため下記により県連役員選考会を開催しますので、県連役員を

選出している広島地区の団体（広島労山、呉労山、やまぼうし、佐伯山の会、桃源郷クラブ、

ひろしま令峰クラブ）もしくは出席を希望する団体の代表者の方の出席をお願いします。 

記 

日 時  2022 年 1 月 15 日（土） 11：30～12：30 （県連三役・事務部合同会議終了後） 

会 場  広島市牛田公民館 2 階 研修室 3 

理事長 安達忠雄 

 

 

２０２１年度ハイキングレスキュー講習会報告 

 ２０２１年１２月１１日（土）にナチュラルライフセンター（広島市牛田公園）で２４名{佐伯（１名）、安佐岳友（１

名）、桃源郷（１名）、県北（１名）、広島労山（４名）、呉（６名）、令峰ク（３名）、やまぼうし（７名）}（講師を含む）

が参加してハイキングレスキュー講習会が開かれました。 

 山で起きたアクシデント１～５にその場でどのように対応するのかを実践的に体験しました。 

１．事故発生から救急隊に引き継ぐまでの流れの確認（意識・呼吸の確認、救助要請） 

２．回復体位（頸椎損傷を意識した対応） 

３．直接圧迫止血法（穴あきペットボトル洗浄、ビニール袋の利用） 

４．捻挫・骨折の固定法（テーピングテープ、三角巾等の活用） 

５．蜂に刺されたときの対応（エピペン注射） 

３つのグループに分かれて、お互いに役割を交代しながら対応を確認しました。また、過去に骨折、捻挫、

マダニに刺されるなどの事故の経験を話してもらい、貴重な体験を聞くことができました。山歩きを始め

たばかりの方から１０年以上ハイキングを継続された方まで、様々な方が参加されましたが皆さん真剣に

講習に取り組まれました。仲間を守る緊急時の基本的知識・技能を身に着けようとする意欲が感じられま

した。 

“天災は忘れた頃にやってくる”といいます。くれぐれも事故は起こさないように気を付けて山行を楽し

んでください。 

 （記録：小形） 
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2021 年度県連救助隊総会報告 

2021 年度の県連救助隊総会が 11 月 27 日（土）13：00～15：45 に広島市佐伯区楽々園公民館 1F

研修室で行われた。 

【出席者数】佐伯山の会 8 名、桃源郷クラブ 1 名、広島山の会 2 名、呉山の会 2 名、やまぼうし 1 名、 

      安佐岳友クラブ 1 名。オブザーバ参加として令峰クラブ 1 名。合計 16 名 

宮本副隊長の総会開催宣言、安達救助隊長の挨拶、21 年度の役員紹介、参加者の自己紹介、各会・

クラブの近況報告の後宮本副隊長の進行により議事が進められた。 

（1）2021 年度活動のまとめと今後 1 年間の活動方針（案）の説明と承認 

  ① 今年度の活動報告について（安達） 

    ＊新しい救助隊員名簿の作成＊ココヘリ捜索隊員 3 名に増加 ＊ドローン捜索について（他） 

  ② 今総会以降の活動計画について（安達） 

＊1/30 冬山捜索訓練（冠高原周辺 or もみの木森林公園ドローンの使用） 

＊2/26～27 救助隊ステップアップ山行を交流山行として後冠～広高山方面雪中泊にて行う 

＊救助隊員の募集を県連ニュース 12 月号にて行う 

（2）最近の登山事故状況と教訓（県連・各会からの報告） 

  ① 事故一報一覧による説明（安達）と各会からの補足説明 

    ＊宮島入船山での転倒事故 ＊天応烏帽子岩山での転・滑落事故 ＊赤なめら沢での滑落事故 

＊窓が山での滑落事故 

  ② その他各会・クラブよりの事例等 

    ＊安佐岳友クラブ、ウラオレ谷での関節ひねり ＊各会事故一報以外特段の事故は無かった 

（3）役員改選 

  ① 救助隊の活動としては、レスキューより捜索が中心となるので、救助隊規定第 7 条を改正 

レスキュー隊長を廃止し現職の小形氏は副隊長に、捜索隊長を新設し後藤寛幸氏とする。 

  ② その他の役員は、留任。 

   隊長（安達忠雄）＊副隊長（宮本隆志、小形正則）＊捜索隊長（後藤寛幸）＊事務局長（香川佳久） 

（4）報告・情報交換 

  ① 10/8～10 北岳バットレス第四尾根主稜クライミング（土屋） 

  ② 11/3 岡山県連主催「ロープワーク講習会」（安達） 

    ＊国際山岳ガイド近藤邦彦氏による「ロープワーク講習会」に参加しての知見について 

  ③ 11/7～8 全国登山学校交流会（小形） 

    ＊県連単位での登山学校の取り組みについて 

（5）技術講習会 

  「セルフレスキューのロープワーク」講師（安達） 

   ＊基本的登攀用具を使って基本的で確実なロープワークによる安全確保＊芯つめスリングの作成と

効果＊エイト環の使用位置＊登り返しの足ストッパーにルベルソやガルダ―ヒッチ使用 他 

（6）今後の県連救助隊関連行事確認 

  ① 1/18（火）救助隊役員会 県連山行部会（第 5 回）とコラボ、1/31 捜索訓練主題 

  ② 1/30（日）県連救助隊冬山捜索訓練「鬼ヶ城山～松ノ木峠周辺又はもみの木森林公園」 

  ③ 2/26～27（土～日）救助隊交流山行②「後冠～広高山方面幕営登山」 

                             以上 救助隊事務局長 香川佳久 
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県連救助隊員は、1/30 冬山交流登山に参加を！ 

＜県連救助隊冬山交流登山実施要領＞ 

０．主旨 

救助隊出動の可能性が高い地元山岳（西中国山地）での遭難を想定し、遭難者への迅速なアプローチを

するために必要なルート調査と併せ、積雪があればチームによるラッセル訓練を行う。なお、時間的に余裕が

あれば、希望者による地上からのココヘリによる捜索訓練を行う。 

また、これらの訓練を通じて今年度隊員相互の交流を深め、救助隊としての一体感を高める。 
 

１．日程 ２０２２年１月３０日（日）  

９時～１６時 
 

２．集合 冠高原元スキー場駐車場跡地 

（右図参照） ９時 
 

３．山域  

(1)交流登山 「松の木峠～県境稜線～鬼ヶ城 

山頂上」ピストン 

(2)ココヘリ捜索訓練  「冠高原周辺」 
 

４．捜索訓練等の概要 ※状況によって変更あり。 

(1)交流登山（案） 9：00～14：30 

①参加者が集合したら、隊長あいさつ、簡単な自

己紹介、グループ分けを行う。 

②グループ分けは、最初、スノーシューグルー

プ、ワカングループとする。 

③各グループとは別に記録担当を決め、ルートや

積雪の状況、各グループの速度など参考にな

る情報を記録する。 

④各グループは、出発に先立ち、無線機の交信

周波数を合わせて送受信の状態が支障ない

かどうか確認する。 

⑤各グループは、県境稜線沿いに鬼ヶ城山を目

指して交代しながら効率よくラッセルを行う。 

⑥適当な箇所（875.4m 三角点周辺）で合流し、

それぞれのメリットが生かせるところで交代・協力しながら頂上を目指す。 

⑦昼食は途中の適当な箇所で適宜摂ることにする。 

⑧登山行動は 13 時をリミットとし、その後は下山を開始する。 
   

(2)ココヘリ捜索訓練（案） 14：30～15：30 

①時間に余裕があれば、希望者によるココヘリ捜索訓練を行う。 

②捜索に先立ち、ココヘリ親機・子機の状態チェック、子機 ID の親機への登録を行う。 

③捜索担当者は、松の木峠から親機を持って車両で出発し、1km 程度離れた場所で待機する。 

⑤捜索担当者が出発したら、子機を適当な場所に設置する。設置が終了したらその旨を捜索担当者に無

線で連絡する。 

⑥無線連絡を受けた各捜索 G はまずは車両で捜索を開始する。 

⑦松の木峠付近に近づいたら必要に応じて歩行による捜索に切り替える。 

（会員に限る）
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⑨子機を発見したら捜索訓練は終了とし、時間が許せば、場所やメンバーを替えて行う。 

(3)まとめ 15：30～16：00 

   ＊終了後は、簡単なまとめを行って解散する。 
 

５．必要共同装備 

(1) 車両 

・個別集合を原則とするが、同乗する場合は、手指消毒・マスク着用・車内換気などコロナ感染防止対策を行う。 

・交通費は、予算の範囲内での実費支給を原則とする。ただし、有料道路代は片道のみとする。 

(2) 通信機器等 

・デジタル無線機 6（県連 4・佐伯 2） 

・ヒトココ親機（県連、後藤、安達、土屋） 

・ココヘリ子機（安達ほか参加者） 

・ドローン（後藤） 

 (3)その他 

    ・ 

６．その他 

 ＊個人装備は冬山ハイクの装備一式のほかストック・ワカン・スノーシューを持参。 
 

７．参加者集約 

 ＊各会で取りまとめて 2022 年 1 月 23 日（日）頃までに救助隊長の安達へ連絡してください。 

 

登山事故は身近に起こります！ 

お互いに助け合うためあなたも隊員への志願を！ 
 

アルパイン、クライミング、沢登り、雪山登山、ヤブコギなど危険度の高い登山を志向する会員はもちろ

んですが、夏のアルプスを目指す会員も救助隊員に志願して、いざという時にはお互いに助け合いましょう！

登山力向上を目指す人、ハイキングだけではあきたらない人も歓迎します！ 

 

８年前に救助隊を再建して１年も経たない時期に、残念ながら、北アルプス滝谷出合で２名の会員が死亡するという

重大事故が発生しました。有効な救助活動は行えませんでしたが、会からの出動要請を受けていち早く現地に赴いて

高山警察署の捜索隊と接触、マスコミの取材攻勢がある中、比較的スムーズに事故パーティの引き受けを行うことが

できました。 

ところで県内での遭難事故をみると 8 年前に発生した安芸冠山や過去の恐羅漢山・宮島で遭難者発見までに数日

を要していること、また、県連登山学校における吉和冠山でのヘリ救助に連絡からピックアップまでに３時間以上を要

するなど広島県内の警察や消防は残念ながら大山・アルプス方面の警察や消防と比較すると山に関する知識が不足

しており、捜索・救助の経験も少ないというのが実態となっています。 

従って、大山・アルプス方面で起きた事故は現地の経験豊かな警察や消防にまかせるのが最善の策となりますが、

地元の主要山岳で起きた登山事故の救助については、地元の警察・消防と連携しながらも我々登山者自身が、直接

捜索救助するということが必要になっています。 

県連救助隊では隊員自身の登山力・捜索救助能力の向上や遭難事故防止対策の会員への啓発を図るとともにホ

ームグラウンドである地元主要山岳で発生した遭難事故については夜間といえども迅速に対応できる体制の確立を

目指して活動しています。あなたも救助隊員に志願していただき、この活動へのご協力をお願いします。 

また、救助隊志願者がいない会は、是非隊員を推薦していただくよう併せてお願いします。 

２ ０ ２ １ 年 １ ２ 月  
 

【志願・推薦先】 県連救助隊長 安達忠雄  メールアドレス t1t07mf1@ene.megaegg.ne. jp まで 

（会員に限る）
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                          広島県勤労者山岳連盟 

2022 年フリー登山バス実行委員会 

 

2020 年、2021 年と新型コロナウィルスの影響で中止を余儀なくされておりました 「県連フリー 

登山バス」 ですが、2022 年度は開催の方向で準備を進めております。概要は下記の通りですが、

詳細が決まり次第、再度県連ニュース等でご案内致しますのでご期待ください。 

 

 

2022 広島県連フリー登山バス 実施概要（案） 

 

【 趣旨】   県連会員の相互の交流と登山技術の向上、県連全体の登山活動の活性化を       

計る為、北アルプスを中心とする登山バスを企画致しました。 

       この山域は多様なコース設定ができ、しかも交通費が格安なフリー登山バス方式で 

実施いたします。 ぜひこの機会を活かして、各会、各グループの積極的なエントリーを 

お待ちしております。 

 

【期間】  ２０２２年７月２１日（木）早朝 ～ ７月２５日（月）早朝（４泊４日） 

 

【山域】  北アルプス（南部・中部）、美ヶ原 方面 

 

       １日目 早朝 広島駅出発→山陽道→名神→北陸道 を経て 

             ◎平湯温泉 ◎松本 ◎大町駅（夕方）で下車 

       ２日目 各パーティの登山計画 

       ３日目 各パーティの登山計画 

       ４日目 各パーティ下山（夕方） → 最寄りのバス乗車場所に集合 

              ◎大町駅（夕方）◎松本 ◎平湯温泉 の順で参加者を pickup 

           名神→山陽道 （車中泊） 

       ５日目 → 広島駅（早朝）到着 解散  

 

【登山コース】各参加パーティが運行日程に合わせて、山域等を自由に計画してください。  

 

   ◎募集定員、参加費用 その他詳細に付きましては現在調整中です。 

   ◎今後の新型コロナウィルスの状況、募集定員に満たない場合、天候、等により 

                  中止する場合もありますので予めご了承ください。 

 

（会員に限る）
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山行報告    市間山～立岩山           10 月 3 日（日） 

参加者 CL 尾原・SL 宮本（隆）・久保田・山本（克）・中司・大藤（安佐） 

JA 戸河内の駐車場で合流し 2 台に分乗して市間山登山口に向かう。 

街中から登山口に向かう、下田吹・田吹・上田吹の集落は比較的家が多く、道路も

立派である。標高 750m 付近で右折し、あまり良くない林道をしばらく進むと数台は停

められる駐車スペ－スが有り、ここが市間山への登山口となる。 

登山口からは結構な急登が暫く続き、昨夜のアルコ－ルもあって足が上がらない。 

標高 1000m 付近でなだらかなアップダウンになると市間山山頂は近い。 

市間山山頂は周囲を樹林で覆われており展望があまり良く無い、本日は早めに降りる

予定なので小休止の後に先に進む。 

1071P から立岩山に伸びる稜線は展望が非常に良い。立岩ダムはすぐそこに見え

るし、十方山の広い山頂付近には登山者も見えそうだ。振り返れば湯来方面の山並

みも良い。 

更に縦走路が素晴らしい、落葉土なのか歩きやすい路面が続き、アップダウンも少

ないので快適な縦走が楽しめる。晩秋に来たら紅葉も楽しめそうだ。 

本日は天気が非常に良く気温も上がってきているが、風通しも良いので心地良い。 

ちょっとした岩場を登れば立岩山の 1134.9P でした。この時期なので腰を下ろす前に

廻りを十分にチェックしてマムシに備えるが異常無し、後続パーティもいないので こ

こで昼食としました。 

時間が有れば地図上で「立岩山」表記の 1091.3P まで足を延ばしたいところですが

次回に残す事にして下山開始、快適に下って 14 時頃に下山、JA の駐車場で解散と

しましたが、ここの駐車場は道の駅や商店の駐車場も兼ねているので大変な人で、皆

さんも行楽を我慢していたようです。 

今回の山行計画は広島西ウインドフ

ァ－ム対象の山域に行ってみる（登って

みる）という事で始まっており、私自身は

両山共に初めて登った訳ですが、あの

素晴らしい縦走路と、そこからの景観を

損ねるようであれば反対の立場を取りた

いと感じました 

記録 宮本隆志 

（会員に限る）
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令和３年１２月７日 

定例山行報告  湯来冠山 

報告者（担当者）部谷正人 

 

参加者：大原（功）、大原（賀）、綛谷、川畑、木下、小早川、小林、迫田、高本、二井原、 

平田、藤井、部谷（三）、山本（夫）、山本（美）、好岡、部谷（正・CL） １７名 

山行日：令和３年１２月５日（日） 

行程 ：呉駅前（7.50）→（クレアライン・広島高速・魚切ダム・国道 433 号）→（9.10）湯来 

ロッジ（9.30）→登山口（9.50）→水タンク（10.00）→（12.15）冠山頂上（12.40）→ 

(14.40)湯来ロッジ（15.40）→呉駅前（17.00） 

 

国道 433 号を進み広島市湯来支所前の水内川に掛かる橋を左折し、国道 488 号を湯来ロッジ

に向かう。道路脇の所どころに“風力発電 断固反対”の幟が立ててある。湯来ロッジの駐車場で

川畑、小林さんと合流。 

登山の支度を終え、部谷（担当者 CL）が冠山登山計画及び登山中のコロナ対策を説明、さらに

“広島西ウインドファーム事業”の概要 と市間山・立岩山～もみのき森林公園～冠山地域の地

図を配布し、風力発電事業が西中国山地の豊かな自然環境と景観を損ない滅失する恐れがあ

るので、広島県連もこの事業に反対していること等を説明した。 

国道 488 号の旧道を 20 分歩き、冠山登山口に到着。分かりやすい登山口の標識と行程時間の

標識を確認し、舗装道路を 10 分歩いてステンレス製の大きな水タンクがある広場に到着。いまも

地域の上水道の水源として使用しているのだろうか。小休止のあと CL を先頭に狭い登山道に入

って行く。登山道はシダや倒木が邪魔し、急坂のため歩く速度がだんだんと遅くなっていく。長い

杉林を抜け 11 時 30 分頃、西に伸びる尾根に到着した。ここで 2 名が引き返すことになり、ゆっく

りと事故の無いよう注意を促し、小休止ののち 15 名で頂上を目指し出発した。 

尾根道は予想以上の勾配が続き、頂上直下ではロープを頼りに濡れ落ち葉の急坂を登り、12 時

15 分頂上に到着した。 

周りの木々は落葉し、夏場には見通せない西方向にもみのき森林公園（小室井山）、雪をかぶっ

た吉和冠山、北方向に十方山、恐羅漢山、聖山、高岳等を目視確認できた。所どころに雪が残

っており、風が有り寒い。集合写真を

撮り、雪が残った笹の上で急いで弁

当を食べ終え、下山を始めた。 

おおよそ 2 時間で湯来ロッジに到着

し、先に下山し入浴を済ませた２名と

合流した。 

冷えた体を湯来温泉で癒し、帰路を

急いだ。 

（会員に限る）
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北岳バットレス第 4 尾根主稜登はん② 
 

…ともに 72 才のジジ・ババがガンバりました！  
 

2021年10月10日（日）快晴 

【コースタイム】 

白根御池小屋（2：45）～五尾根支稜取付点（5：00～30）～横断バンド～ヒドンスラブ取付点（8：00～10：00） 

～四尾根主稜取付点（10：30）～負傷者ピックアップ（11：12）～マッチ箱のコル（13：20～40）～終了点（15：45～ 

16：20）～北岳山頂（17：10）～白根御池小屋（19：55） 

【記録】 

 2：30 起きだったが 2：00 過ぎには目を覚まして準備を始

める。腹が減っては戦が出来ぬ…1 階の食堂で朝食の行

動食を摂る。食堂にはお茶やお湯そして湯飲みが備えて

あるのでありがたい。 

満点の星空の下、ヘッドランプを点けて小屋を出発。

二俣を経由し少し迷いながら大樺沢左俣を登ってC・D沢

間の尾根下部に到着する。ここの草むらには落石で死亡

した人の壊れた遭難碑がある。 

かすかな踏跡を辿るが途中から曖昧になり D 沢側の登

りやすいところを選びながらバットレス下部岩壁の取付点に到着した。先行者は 3 パーティ、2 パーティはまだ薄暗い

中、ヘッドランプを点けて正面の岩壁を登り始めている。もう 1 パーティは我々と同じく五尾根支稜だ。明るくなるとノ

ーロープで出発していったが、我々はロープで安全確保しながら後を追う。1 ピッチ終了点に着くと別ルートからの先

行パーティがいたので待機。 

2ピッチ目のやさしい岩稜を終えてリードをkさんに交代。やさしいガリーを登って横断バンドへ。横断バンドの最初

は草付きの踏み跡だが、岩壁部分ではガレた細い踏み跡に変わる。ここでは石を落とさないよう、また、ロープが浮き

石に触れないように慎重なトラバースが要求された。 

コンティヌアンスで第四尾根の下部を回り込むとガレ場の C ガリーだ。ここは落石に気をつけながらガリーの左端

を登る。しばらく登って行くと少し高いところに赤ペンキで「4」と書かれた岩が見えた。ガレの安定しているところからア

プローチするが、四尾根へと続くヒドンスラブの取付きからは少し上に出てしまった。残念ながらこのことが原因でヒド

ンスラブへのトラバース中に落石を引き起こし、待機中のパ

ーティに負傷者を作ってしまった。猛省するしかない。 

 このパーティがヘリピックアップ地点まで負傷者引き下ろす

のに2時間がかかった。我々は見ているだけだったが、こうい

うレスキュー技術の必要性を痛感させられる場面であった。 

気を入れ直して 2 時間遅れの登はんを開始する。一旦下

ってからヒドンスラブの取付きまで登り返す。逆層のヒドンスラ

ブを越え、四尾根の取付きで先行パーティが登るのを待っ

ていると県警ヘリが到着、ホバリングしながらあっという間に

負傷者を引き上げて行ってしまった。 

（会員に限る）
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さあ、「久しぶり」と「初めまして」のメンバーで四尾根登

はん開始！1 ピッチ目の核心部は最初のクラックをジャ

ミングでこなすところだ。2 ピッチを終えたところでピラミッ

ドフェースからの若者パーティに先を越される。白い岩の

クラックの次はフェースからリッジ。5 ピッチ目は、5ｍの急

な三角状のスラブを越えるとマッチ箱のピークまで両側

が切れ落ちた高度感抜群のリッジだ。そしてマッチ箱の

ピークからコルまで懸垂下降、さらに枯れ木のテラスまで

の登りが 2 ピッチと続く。 

枯れ木テラス

の先は 11 年前に大岩が崩落して出来たナイフリッジのトラバース、最後のピ

ッチはこのルートの核心部＝城塞正面のチムニーだ。ここを A0 で乗り切り、

終了点から後をふり返ると富士山が雲海に浮かんでいた。なんとか明るいう

ちに登はんを終えることが出来て一安心。後続者を待って、稜線にある一般

ルートへ向かう。稜線の一般ルート合流点から北岳山頂、肩の小屋、小太郎

尾根分岐までは夕闇迫る中、雲海に沈む日没やそれに代わって上空に浮

かぶ月や金星を眺めなが

ら二人ぽっちの稜線漫歩

を満喫する。稜線からの

下りは暗闇の中、ヘッドラ

ンプを点けて夜露のかか

る際限なく続くジグザグ道を辿り、御池小屋着が19：55。行動時間

17 時間余、長くしんどく後悔が残るもすばらしい 1 日となった。 

 

2021年10月11日（月） 

【コースタイム】 

白根御池小屋（5：40）～広河原（7：40～8：15）～芦安温泉（8：50～10：00）～白根 IC～中部横断～新東名～ 

伊勢湾岸～新名神～名神～新名神～山陽～宮島 SI～A 宅（19：45） 

【記録】 

 4：30 に起床、余った行動食で朝食を済ませ、小屋前で記念撮影

して出発。広河原に着くが残念ながら始発の乗合タクシーが出発

した後だった。次は 10 時発となるので 2 時間以上待つはめに。仕

方が無いので広河原周辺の遊歩道散策をしようとしたが、大阪の

パーティが予約していたタクシーに同乗（１人オーバーだったが…）

出来ることになり、2時間弱早く芦安温泉に到着する事ができた。貸

切状態の一番風呂に入り早めに広島に帰ることができた。私の4回

目のバットレスは色々あったが、いい意味でもわるい意味でも一生

の想い出に残る山行となった。   

（記録；a） 

（会員に限る）
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(注)太字は全国連盟・中地協・県連関係行事を示す。

日 曜 日 曜

4 土 1 土

7-10 金-日

8or9

未定 9 日

11 土

14 火

15 水

18 土

19 日 21 日

未定 22-23 土-日

28 火 23 日

未定

新型コロナウィルス感染対策などのため計画の変更がありますので注意

名前

電話

E-mail

名前

電話

E-mail

県連ニュース2021年12月号（発行日2021年12月17日）

発行；広島県勤労者山岳連盟　　編集責任者；滝史郎

〒735-0006  安芸郡府中町本町1-10-55-201　E-mail：info@hpwaf.main.jp

[雪山]八ヶ岳(佐V)

宮島弥山[新年](桃)

県連役員立候補受付締切
三役・事務部合同会議⑤

宮島弥山(佐H) 古鷹山-クマン岳(呉)
天狗防山-原山-鉾取山(令)

弥山[初登山](広)　宮島(や)

土15

日16

[雪山他](桃)

山域研究⑦[さえき20名山](佐V)
安神山-鷲ヶ頭山(呉)

30 日

  

広島県連 安達 忠雄 090-5376-7050

団体

団体

090-4655-6680

m12ony8f7b@hi2.enjoy.ne.jpniih-70eka@wave.plala.or.jp

090-1334-3936

広島労山

090-6411-3497

二井原 康夫

宮本 隆志

やまぼうし

0829-39-0226

t1t07mf1@ene.megaegg.ne.jp

090-7503-3372 082-921-2045

佐伯山の会
(バリエーション)

佐伯山の会
(ハイキング・教育)

舞田　健

香川  佳久 住田 雅昭

takashi.maitaken@gmail.com

安達 忠雄

090-5376-7050

各
会
山
行
担
当
者
等
連
絡
先 splitcane@snow.megaegg.ne.jp

t1t07mf1@ene.megaegg.ne.jp

桃源郷クラブ 令峰クラブ

h-sashsekkei@do6.enjoy.ne.jp

呉労山

saratakuab@yahoo.co.jp

県北山の会

皿家 琢司

090-1320-8609

奥田 米男

sumita@sky.megaegg.ne.jp

12月

内容内容

1月

[初日の出]岩屋観音(や)理事会⑤

大山(佐H)

県連安全登山講座「ハイキングレスキュー」

山行部会⑤

岩トレ35(佐V)

組織部会⑤

[新年]木ノ宗山(や)　岩トレ36(佐V)(令)

救助隊捜索訓練「冠高原周辺」

宗箇山～大茶臼山～旭山神社(佐H)

鉾取山～金ｹ灯篭山(や) 岩トレ33(佐V)(令)

18 火
県連役員立候補受付開始

大山[雪上訓練他](桃)

岩トレ34(佐V)

5 日
日野山[吉川の城](広) 火山[倉橋島](や)
湯来冠山(呉) 三ｹ岳-琴石山(令) 岩トレ31(佐V)

愛宕山[京都](広)

12 日
湯来冠山(や) 日浦山-蛇幕山-岩滝山(呉)
山域研究⑥[さえき20名山](佐V)

岩トレ32(佐V)

2021年12月～2022年1月 県連関係スケジュール表

（会員に限る）
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